
不正リスクに対応した監査のプロセス 

 

ある 
扱わない 

企業及び企業環境の理解 
（内部統制・事業上のリスク） 

重要な虚偽表示のリスク

の暫定的評価 

財務諸表項目 財務諸表全体 

［全般的な対応］ 
 補助者の増員 
 専門家の配置 
 監査時間の増加 
 監査手続の選択に際して経営者に予

測され難い要素の追加 

監査計画 
（リスク評価に対応する監査手続［内部統制の運用状

況の評価と実証手続］の計画） 

特別な検討を必要と

するリスクに対応す

る監査手続 

リスク評価に対応する

監査手続（内部統制の運

用状況の評価と実証手

続）に実施 

監査計画の修正 

特別な検討を

必要とするリ

スクを識別 

不正の端

緒を示す状

況 

財務諸表全体に係る 
重要な虚偽表示のリスク

の存在の識別 

不正の端

緒を示す状

況

不正の

端緒として

扱うか 

ある 

ない 

扱う 

ない 

追加的な監査手続の結果、

明らかに重要な虚偽の表

示に結びつかないと結論づ

けるに足る十分かつ適切

な監査証拠を入手した場

合 

上記以外 

不正リスク要因の検討

及び不正リスクの適切

な把握

不正リスクに対応

した監査手続の実

施 

不正リスク要因の検討

及び不正リスクの適切

な把握 

不正リスク

に対する十分

かつ適切な監

査証拠の入手

できな

い 

できた 

適宜、監査計

画を修正し

て追加的な

監査手続を

実施 

不正の端緒に対応する監査計画の修正

不正の端緒に対応する監査手続の実施
・徹底調査 
・本部によるモニタリング 等 
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